CONTENTS by 目次
  
ISSN 0287-5438 
 
 
 
 
 
 
長 野 大 学 紀 要 
 
第３６巻第２号（通巻第１３２号） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長 野 大 学 
2014 年 11 月 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
長 野 大 学 紀 要 
 
第３６巻第２号（通巻第１３２号） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長 野 大 学 
2014 年 11 月 
  
 
長野大学紀要   第36巻第2号（通巻第132号） 
 
目      次 
 
<論     文> 
 
施設より家庭養護へ移行した子どもの30年間追跡調査 
(池田,1981)から今後の社会的養護について考える 
………………………………………………………………………………………上鹿渡 和 宏………１ 
 
現代スコットランドにおける学校評価 
―教師の専門性向上を軸とした学校自己評価と学校査察― 
………………………………………………………………………………………久保木 匡 介………９ 
 
自治体の福祉政策過程における基礎自治体と社会福祉法人の関係 
―介護保険制度開始以降の生活支援ハウスの設置をめぐって― 
………………………………………………………………………………………越 田 明 子………25 
 
2000年代後半における「行旅死亡人の公告」の特徴 
―「病院・福祉施設」での死亡ケースを中心に― 
………………………………………………………………………………………鈴 木 忠 義………33 
 
自治体における地域包括ケア活動の実践 
―地域包括ケアシステム構築におけるデザイン的思考― 
………………………………………………………………………………………中 村 英 三………49 
 
戦後日本の社会福祉における記憶と忘却 
―50年代半ばの『社会事業』の回顧特集から― 
………………………………………………………………………………………野 口 友紀子………65 
 
  
 
地域政策の歴史的展開と現代地域政策の特質 
―〈開発主義〉から新自由主義への変容と地域ガバナンス― 
………………………………………………………………………………………宮 下 聖 史……… 77 
 
文化財の3次元デジタルアーカイブのための地域情報ネットワークシステムの 
データ転送手法に関する検討 
―ネットワークシステム用の分光画像データの圧縮手法― 
…………………………………………………………………望 月 宏 祐・田 中 法 博……… 93 
 
<2013年度長野大学研究助成金による研究報告> 
 
（準備研究） 
家庭養護におけるケア提供者支援に関する研究 
………………………………………………………………………………………上鹿渡 和 宏……… 99 
 
システムダイナミックス(SD)モデルを用いた有償デジタルゲーム普及メカニズムと 
業績成功パターンの解明 
………………………………………………………………………………………木 村   誠………101 
 
緘黙の類型化のための基礎的研究 
―状況によるコミュニケーション態度の違いのある緘黙児に対する信頼関係の 
構築を目的とした介入の有効性の検証― 
………………………………………………………………………………………高 木 潤 野………103 
 
（基礎研究） 
お茶の抽出動作解析と成分解析に基づく仕事の設計図の解明 
………………………………………………………………………………………河 野 良 治………105 
 
物体の質感を表現するための色表現系に関する基礎研究 
………………………………………………………………………………………田 中 法 博………107 
 - 109 - 
 
2013 年度 長野大学研究助成金による研究一覧 
 
区分 研 究 者 テ   ー   マ 
準備 
研究 
 
 
 
 
 
 
 
1 上鹿渡 和宏 家庭養護におけるケア提供者支援に関する研究 
2 木村  誠 
システムダイナミックス(SD)モデルを用いた有償デジタルゲーム普及
メカニズムと業績成功パターンの解明 
3 高木 潤野 
緘黙の類型化のための基礎的研究 
―状況によるコミュニケーション態度の違いのある緘黙児に対する
信頼関係の構築を目的とした介入の有効性の検証― 
基礎 
研究 
 
 
 
1 河野 良治 お茶の抽出動作解析と成分解析に基づく仕事の設計図の解明 
2 田中 法博 物体の質感を表現するための色表現系に関する基礎研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
編集委員会 
委員長  
委 員 
 
京谷 栄二 
高木 潤野，塚瀬 進，平岡 信之 
 
2014年11月30日 発行 
 
長野大学紀要  第３６号第２号(通巻第１３２号) 
 
 編 集 
発行所  
 
 
印 刷 
長野大学紀要編集委員会
長 野 大 学
長野県上田市下之郷 658―1
TEL  (0268)39－0005
田 口 印 刷 株 式 会 社
上 田 市 殿 城 4 2 5 ― 1
TEL  (0268)22－0680
 
 
長野大学紀要編集規程 
(名称及び発行) 
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(編集委員会) 
第３条 長野大学図書館運営委員会のもとに、長野大学紀要編集委員会（以下「編集委員会」という。）
を置く。編集委員会委員長は図書館運営委員会委員長が兼ねる。 
２. 本紀要の原稿の募集・編集は編集委員が行う。 
(投稿資格) 
第４条 投稿できる者は原則として本学の専任教員および実習助手とする。ただし、本学の非常勤講師等
も投稿することができる。 
(投稿原稿) 
第５条 本紀要に掲載する原稿は他に未発表のものに限り、種類は次の号に掲げるものとする。 
（1） 論文 
（2） 研究ノート 
（3） 書評 
（4） その他の編集委員会の認めたもの 
(著作権) 
第６条 本紀要に体裁された論文等の著作権の取り扱いは、以下のとおりとする。 
（1） 著作権は著者に帰属する。 
（2） 著者は著作物の複製権と公衆送信権の行使を大学に委託する。 
(論文等のネットワークでの公開) 
第７条 本紀要に掲載された論文等は、原則として電子化し、長野大学ホームページ等を通じてネット
ワーク上に公開する。 
(配布) 
第８条 発行された紀要は専任教員、実習助手および非常勤講師等へ配布する。 
(抜刷) 
第９条 執筆者には抜刷 50部を配布する。ただし、50部をこえる分については執筆者がその費用を負担
するものとする。 
(執筆要領) 
第10条 原稿は別に定める執筆要領にしたがうこととする。 
(改廃) 
第11条 この規則の改廃は、全学教授会の承認を得なければならない。 
附則 
本規程は平成５年７月１日から施行する。 
本規程は平成17年４月１日から施行する。 
本規程は平成23年４月１日から施行する。 
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